
多彩なイベントが目白押し
常
盤
公
園
カ
ラ
フ
ル
に

デ
ッ
キ
付
き
木
造
売
店

景
観
に
マ
ッ
チ 
水
洗
ト
イ
レ

　

常
盤
公
園
で
は
、
園

内
の
工
事
が
相
次
い
で

完
了
し
、
景
観
と
調
和

し
た
新
た
な
施
設
が
姿

を
現
し
た
。
新
設
さ
れ

た
ト
イ
レ
や
売
店
、
整

備
さ
れ
た
野
外
彫
刻
美

術
館
が
完
成
し
、
咲
き

始
め
た
桜
と
と
も
に
来

園
者
を
楽
し
ま
せ
て
い

る
。

　

特
に
新
し
い
ト
イ
レ

は
景
観
に
配
慮
し
、
色

彩
や
機
能
性
を
重
視
。

時
計
台
横
に
は
身
障
者

用
ト
イ
レ
も
設
置
さ

れ
、「
５
Ｋ 

（
暗
い
、
怖

い
、
臭
い
、
汚
い
、
壊

れ
て
い
る
）」
を
解
消
し

て
い
る
。

　

売
店
は
木
造
平
屋
建

て
の
曲
線
美
あ
ふ
れ
る

ユ
ニ
ー
ク
な
外
観
。
モ

ダ
ン
な
造
り
で
、
湖
を

望
む
デ
ッ
キ
や
フ
ジ

棚
、
販
売
機
コ
ー
ナ
ー

も
備
え
る
。
野
外
彫
刻

美
術
館
は
２
・
８
㌶
の

広
さ
を
持
ち
、「
蟻

の
城
」
な
ど
の
彫
刻

が
展
示
さ
れ
て
い

る
。
今
後
も
ロ
グ
ハ

ウ
ス
風
ト
イ
レ
や
噴

水
池
の
浄
化
槽
設
置

な
ど
、
さ
ら
な
る
整

備
が
続
け
ら
れ
て
い

る
。

　

常
盤
公
園
の
新
た
な

名
所
「
熱
帯
植
物
館
」

が
オ
ー
プ
ン
し
、
多
く

の
親
子
連
れ
が
訪
れ

た
。
旧
サ
ボ
テ
ン
セ
ン

タ
ー
の
老
朽
化
を
受

け
、
約
14
億
円
を
か
け

て
建
て
替
え
ら
れ
た
館

内
に
は
、
希
少
な
サ
ボ

テ
ン
や
ラ
ン
な
ど
５
１

０
種
６
２
０
０
本
の
熱

帯
植
物
が
展
示
さ
れ
、

南
国
気
分
が
味
わ
え

る
。
ラ
ン
室
や
Ｑ
＆
Ａ

コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
人
気

で
、
子
ど
も
た
ち
も
楽

し
ん
で
い
た
。
開
館
を

記
念
し
て
フ
ル
ー
ツ
展

も
開
催
さ
れ
、
春
の
行

楽
シ
ー
ズ
ン
を
華
や
か

に
彩
っ
て
い
る
。

　

宇
部
市
常
盤
遊
園
協

会
の
理
事
会
は
、
平
成

８
年
度
か
ら
遊
器
具
の

運
営
を
大
阪
市
の
業
者

に
委
託
す
る
内
容
を
承

認
し
た
。
業
者
選
定
は

関
西
方
面
の
３
社
と
折

衝
し
た
結
果
、
大
阪
市

中
央
区
の
サ
ノ
ヤ
ス
・

ヒ
シ
ノ
明
昌
と
の
交
渉

が
ま
と
ま
っ
た
。

　

契
約
期
間
は
平
成
15

年
３
月
ま
で
の
７
年
間

で
、
売
上
総
額
の
20
％

を
施
設
利
用
料
と
し
て

同
協
会
に
収
め
る
。
新

し
い
遊
器
具
の
設
置
に

は
約
５
億
６
２
４
０
万

円
の
経
費
が
か
か
り
、

協
会
は
整
地
工
事
や
券

販
売
所
設
置
に
１
２
４

０
万
円
を
負
担
。
業
者

は
遊
具
の
新
設
、移
設
、

撤
去
を
担
当
し
、
看
板

や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作

成
、
施
設
運
営
に
必
要

な
業
務
を
行
う
。
新
器

具
を
導
入
し
、リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
目
指

し
て
い
る
。

　

常
盤
湖
築
堤
３
０
０

年
記
念
祭
が
常
盤
公
園

で
開
催
さ
れ
、
５
５
０

０
人
が
参
加
し
た
。
記

念
祭
に
は
宇
部
出
身
の

タ
レ
ン
ト
西
村
知
美
さ

ん
夫
妻
も
登
場
し
、
参

加
者
は
手
を
つ
な
い
で

常
盤
湖
を
囲
み
、
宇
部

発
展
の
礎
に
感
謝
を
捧

げ
た
。

　

常
盤
湖
は
１
６
９
８

年
に
農
業
用
水
確
保
の

た
め
に
造
成
さ
れ
、
石

炭
産
出
や
工
業
用
水
の

取
水
な
ど
、

炭
都
や
工
業

都
と
し
て
の

繁
栄
を
支
え

て
き
た
。

　

式
典
で

は
、
稚
児
行

列
や
み
こ
の

舞
が
披
露
さ

れ
、
湖
畔
で

は
白
鳥
大
橋

か
ら
常
盤
橋
ま
で
約

１
・
７
㌔
に
わ
た
る
人

の
輪
が
つ
な
が
っ
た
。

「
幸
せ
の
記
念
日
」
イ

ベ
ン
ト
に
は
西
村
夫
妻

と
市
民
カ
ッ
プ
ル
18
組

が
参
加
し
、
記
念
植
樹

や
観
覧
車
乗
車
、
鉄
の

オ
ブ
ジ
ェ
「
誓
い
の

木
」
に
鍵
を
か
け
る
セ

レ
モ
ニ
ー
も
行
わ
れ

た
。
夫
妻
は
観
覧
車
で

の
思
い
出
を
語
り
、
会

場
は
温
か
い
雰
囲
気
に

包
ま
れ
た
。

 大阪の業者に委託 目玉遊器具どっさり
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熱帯植物館オープン！

　

常
盤
公
園
の
人
気
者
・
モ
モ
イ
ロ
ペ
リ
カ
ン
の

「
カ
ッ
タ
君
」
を
主
人
公
に
し
た
映
画
「
カ
ッ
タ
君

物
語
」
の
市
内
上
映
日
程
が
決
定
し
、
夏
休
み
初
日

か
ら
、
市
内
21
校
区
の
小
学
校
体
育
館
で
順
次
公
開

さ
れ
る
。

　

加
え
て
、記
念
会
館
、文
化
会
館
、と
き
わ
湖
水
ホ
ー

ル
（
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
場
）
で
も
上
映
さ
れ

る
。
前
売
り
券
は
子
ど
も
２
０
０
円
、
大
人
４
０
０

円
で
、
当
日
は
各
１
０
０
円
増
。
市
内
の
公
共
施
設

や
指
定
書
店
で
扱
っ
て
い
る
。

常夏ムードを満喫
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恩
田・新
川・

二
俣
瀬
皮
切
り

会
場
は
小
学
校
体
育
館「カッタ君物語」のポスター

カ
ッ
タ
君
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
除
幕
式

　

春
休
み
最
後
の
日
曜
日
、
常

盤
公
園
で
は
約
３
５
０
０
本
の

桜
を
め
で
る「
さ
く
ら
ま
つ
り
」

に
合
わ
せ
て
、
大
型
休
憩
施
設

「
と
き
わ
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
」
と

映
画
『
カ
ッ
タ
君
物
語
』
を
記

念
し
た
「
カ
ッ
タ
君
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
」
の
完
工
・
除
幕
式
が
行

わ
れ
、
県
内
随
一
の
観
光
地
と

し
て
の
魅
力
が
さ
ら
に
高
ま

る
。

　

ま
つ
り
は
野
外
彫
刻
美
術
館

で
始
ま
り
、
地
域
芸
能
大
会
や

福
引
、
郷
土
特
産
品
の
販
売
、

熱
帯
植
物
館
で
の
物
産
展
な
ど

が
実
施
さ
れ
る
。
新
し
く
完
成

し
た「
と
き
わ
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
」

に
は
、
湖
を
望
む
レ
ス
ト
ラ
ン

と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備
が
整
っ

た
休
憩
所
が
利
用
可
能
と
な

る
。
食
事
は
５
３
０
〜
１
３
０

０
円
と
幅
広
い
。

　

ま
た
、
市
民
の
寄
付
で
制
作

さ
れ
た
「
カ
ッ

タ
君
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
」
に
は
、

30
分
ご
と
に
主

題
歌
と
と
も
に

カ
ッ
タ
君
た
ち

の
模
型
３
体
が

動
く
仕
掛
け
が

施
さ
れ
て
い

る
。

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
が
完
工

 

カ
ッ
タ
君
モ
ニュ
メ
ン
ト
も
披
露
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当時の
新聞記事で振り返る

常
盤
公
園

さ
く
ら
ま
つ
り

カ
ッ
タ
君
映
画
を
21
校
区
で
上
映

これが新生常盤遊園地


